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予算審査特別委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   令和３年９月１５日（水） 

午前 ９時５５分  開 会 

午前１０時５５分  閉 会 

 

２．場  所   公会堂 第８・９・１０集会室 

 

３．出席委員   委 員 長  佐々木 卓 也   副委員長  舩 見 昌 功 

委  員  遠 藤 泰 子   委  員  下 山 光 義 

委  員  澤 口 正 義   委  員  堀   光 雄 

委  員  馬 場 騎 一   委  員  堤   喜一郎 

議  長  小比類巻 雅彦 

 

４．欠席委員   な  し 

 

５．傍聴職員   な  し 

 

６．説 明 員   市  長 ほか 

 

７．事務局職員   事務局長  蹴 揚 光 昭   庶務係長  織 笠 信 吾 

主  査  福 士   史    

 

７．案  件   議案第５４号の１件 

 

８．会議概要 

佐々木委員長：定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまより、予算審査特別委員会を開会いたします。 

 本委員会には、去る９月１０日の本会議において、議案第５４号の１件が付託されてい

ます。 

 それでは、早速審査してまいりたいと思います。 

 なお、質疑は、一問一答方式でお願いいたします。 

 議案第５４号令和３年度三沢市一般会計補正予算（第３号）を議題といたします。 

 当局の説明を願います。 

村井財務部長：議案第５４号令和３年度三沢市一般会計補正予算（第３号）の概要につい

て御説明申し上げます。 

 今回の補正予算は、インフルエンザ予防接種の費用助成に要する経費の予算措置のほ
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か、前年度の事業実績に伴う国庫負担金等の精算に要する経費及び緊要な一般行政経費の

補正であります。 

 この結果、補正総額は歳入歳出ともに１億４,５００万円の増額補正で、既定額との累

計では２４９億３,６６０万円とするものでございます。 

 それでは、予算書の２ページ及び３ページの第１表歳入歳出予算補正に基づき、主なも

のを歳入から御説明いたします。 

 １５款の国庫支出金につきましては、市道舗装整備事業費補助金の減額など、総額で

６,１６８万６,０００円を減額しております。 

 １８款の寄附金につきましては、ふるさとまちづくり寄附金の増額など、総額で３,４

１７万２,０００円を増額しております。 

 １９款の繰入金につきましては、駐留軍等再編対策事業基金繰入金の増額など、総額で

３,１００万５,０００円を増額しております。 

 ２０款の繰越金につきましては、前年度繰越金として１億３,０７３万１,０００円を増

額しております。 

 ２１款の諸収入につきましては、新型コロナウイルス感染症対策事業支援金の計上な

ど、総額で１,０２９万５,０００円を増額しております。 

 次に、３ページの歳出の主なるものについて御説明いたします。 

 ２款の総務費につきましては、公共施設等整備基金費の増額など、総額で７,５４８万

２,０００円を増額しております。 

 ３款の民生費につきましては、生活保護総務費の増額など、総額で９,１８２万１,００

０円を増額しております。 

 ４款の衛生費につきましては、予防費の増額など、総額で３,７５９万６,０００円を増

額しております。 

 ７款の商工費につきましては、１０市大祭典開催事業費の減額など、総額で２７６万

５,０００円を減額しております。 

 ８款の土木費につきましては、市道舗装整備事業の減額など、総額で５,５９４万３,０

００円を減額しております。 

 １０款の教育費につきましては、ウェナッチバレーカレッジ英語研修派遣事業費の減額

など、総額で１４１万５,０００円を減額しております。 

 以上が、令和３年度三沢市一般会計補正予算（第３号）の概要でございます。よろしく

お願い申し上げます。 

佐々木委員長：それでは、質疑を行います。 

下山委員：おはようございます。 

 早速ではございますが、何点か質問をさせていただきたいと思います。一般会計の補正

予算書に従って質問させていただきます。 

 まず、予算書の２５ページになります。ふるさとまちづくり寄附金推進事業費として５

４８万３,０００円を予算計上されていますが、この予算計上された理由をお聞かせいた

だきたいと思います。 

東広報広聴課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 
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 当初予算では寄附金額を２,０００万円程度と見込み、それに対する事務費を計上して

おりました。今年度の８月までの寄附実績額が昨年度と比べ同程度となっていることか

ら、歳入金額を令和２年度の決算額とほぼ同額の３,３００万円と見込み、返礼品として

の報償費及びインターネットサイトに係る委託料を補正するものでございます。 

 以上でございます。 

下山委員：ありがとうございました。 

 当初と比較して多い寄附金があるという見込みの元に、このような補正をしていただき

たいということだと思います。これに関しましては、当市の財政事情を考えますと大変う

れしい誤算なのだなという感じを受けております。 

 この中に謝礼品として３５１万９,０００円、これが寄附をしていただいた方への返礼

という形だと思うのですが、この事業に関しましては、返礼品、謝礼品というのがものす

ごく寄附金額全体に与える影響、これが大きいものだと思っています。当市においては、

どういうふうな謝礼品を用意して、どういうふうな物が人気があるのか、現時点で分かり

ましたら教えていただきたいと思います。 

東広報広聴課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 現在、当市の返礼につきましては、現在２０の事業者が登録しておりまして、種類とし

まして４９種類の返礼品の品がございます。令和２年度の上位の出荷個数なのですけれど

も、昨年度は３,３９４個の返礼品を発送させていただきました。その中で１番人気があ

るのが三沢昼いかの一夜干し、こちらが１,４７９個、約半数出ております。続いてにん

にく１キロ、続いて黒にんにく、冷凍の長芋というような順番になっております。 

 以上でございます。 

下山委員：ありがとうございます。 

 この返礼品に関しては、その土地土地の特産品という物を充てるという国からの指示だ

と思います。当市に限っていえば特産である昼いか、にんにく、こういうふうな物が上位

を占めているという形だと思います。 

 先ほども言いましたけれども、この寄附金の金額を上げていくことは大変重要なことだ

と思っております。これから先、その金額を上げていくために、この返礼品、謝礼品をど

のような形で担当課としては精査しながら、調査しながら考えているのか、そこら辺も

ちょっとお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

東広報広聴課長：お答えいたします。 

 現在も、その返礼品を扱っていただける業者さんを募集しておりまして、またやってい

ただける業者さんも二、三社今出てきている状態です。また、ふるさと納税に関してＰＲ

を図っていくように、今、予算の中にも印刷製本費が少し入って入るのですけれども、そ

こでチラシをつくって配付する等考えております。 

 以上でございます。 

下山委員：ありがとうございます。 

 いろいろな形で調査研究をされていると受け取りましたので、この辺に関しましては、

よろしくお願いしたいと思います。 

 ここで参考までなのですが、当市で開発促進ということで、これは担当が産業観光課に
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なると思うのですが、昨年度、新しい水産物の加工品に補助をしている例もあります。こ

ういうふうな物も返礼品として考えていただくという選択肢もあると思いますので、これ

に関しては、よろしくお願いいたします。この件に関しましては以上です。 

 続きまして、３５ページになります。予防費の３,８４９万円について質問させていた

だきます。これはインフルエンザの予防接種に要する費用となっておりますが、このイン

フルエンザの予防接種の対象年齢、これがどのようになっているのか。また、どのような

ことを目的としたものなのか、説明をお願いしたいと思います。 

種市健康推進課長：お答えいたします。 

 昨年度の季節性インフルエンザにつきましては、新型コロナウイルスに対する感染予防

対策が徹底されたことによって感染の規模は小さいものでありました。今年度におきまし

ては、本年６月２２日、日本ワクチン学会で今シーズンの季節性インフルエンザの接種に

関する見解を発表したところであり、その中で今年のインフルエンザ抗体の保有状況が各

年齢層において高いものとはならず、罹患数の増加も予想されることから、６か月以上の

全ての人に対する接種を推奨するということで発表されております。 

 こうした中において、これから季節性インフルエンザの流行期を迎えるわけであります

が、新型コロナウイルス感染症が大流行している中で、季節性インフルエンザの予防接種

を新型コロナワクチンを接種しない６か月の幼児から満１１歳の児童及び予防接種法の接

種の努力義務の対象ではありませんが、接種勧奨の対象となっている妊婦も含めまして接

種したいと考えております。 

 これによって、新型コロナウイルスとの重複罹患の予防、発症及び重症化の防止、さら

には接種によって罹患数が減少することで、当市の医療体制の負担軽減にもつながると考

え、当該ワクチンの接種に係る経費について予算を計上させていただいたところでありま

す。 

 なお、対象者数におきましては、６か月から１１歳の子ども、約３,８００人に対し、

接種率８割として約３,０００人、妊婦につきましては、約１９０人、８割の接種率とし

て１５０人を見込んでおり、こちらは再編交付金を活用し、自己負担なしでの接種を予定

しております。 

 以上でございます。 

下山委員：大変ありがたい事業だと思います。これに関してですが、ちょっと記憶が定か

ではないのですが、昨年もこういうふうな形で行われたという記憶があるのですが、その

ことに関してすみませんが、ちょっと確認をさせていただきたいと思います。 

種市健康推進課長：お答えいたします。 

 昨年度は、新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流行、重症化を予防する

ために定期予防接種を行っている高齢者に加え、生後６か月から小学校２年生及び妊婦ま

でを拡充いたしまして再編交付金を活用し、自己負担なしで接種を行っております。 

 以上でございます。 

下山委員：大変ありがとうございました。 

 昨年度行われた接種と比較して、今年幅が広がっているという理解でよろしいかと思い

ます。この予防接種に関しては、私は毎年行うべきではないかと考えております。なぜな
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らば、子供年代ですから、やはりウイルス感染というのはいろいろなウイルスがございま

すから、可能性としてはものすごい高いわけですので、子供たち、三沢の次代を担う子ど

もたちの健康だったり命を守るという観点からも、ぜひ毎年接種に向けてよろしくお願い

したいと思いますので、そこの検討をお願いします。この問題に関しては以上でございま

す。 

 最後になります。４３ページ。斗南藩記念観光村整備事業として１,８７２万５,０００

円が予算計上されております。この施設は、北部地域の方々はもとより、市民の憩いの場

としても非常に重要な施設であると認識をしております。 

 この予算計上に至ったまでの経緯、どういう経緯があったのか、これをちょっとお聞か

せいただきたいと思います。 

長根経済部参事兼産業観光課長：お答えいたします。 

 斗南藩記念観光村遊具設置事業に至った経緯ということでございます。当該遊具は平成

１０年に設置されております。昨年度の遊具の安全点検診断で５段階のうちのＡ、Ｂ、

Ｃ、Ｄ、Ｅとあるのですが、Ｅという１番だめな評価をいただきました。それは老朽化が

著しくて修理不能な物という位置づけ、診断結果でございました。それを受けて、うちの

ほうも現地を確認しながら使っておったのですが、今年の４月になりましたら、その遊具

の一部が腐食によって破損し、落下してしまいました。直ちに使用禁止として、危険な状

態であったために、前回の６月補正において撤去の予算を予算措置して、ちょうど昨日、

撤去したというところです。 

 それで、今回補正で上げた理由といたしましては、やはり遠足等で幼児や児童が遊具を

使用することと、親子連れの利用客も非常に多くなっております。もし、来年度の当初予

算で予算措置をいたしますと、設置までやはり２か月ほどの期間がかかります。今のうち

に予算措置をして設置をし、来年の春から遊べるように設置したいと思って今回予算措置

に至った経緯でございます。 

 以上です。 

下山委員：説明ありがとうございました。 

 説明を聞いている中で、なぜ今の時期なのかという疑問があったのですけれども、実施

するに当たって冬の時期というのは非常に厳しいものがあると思っていましたので、今の

説明を聞きまして、その点は納得をさせていただきました。 

 私も斗南藩に行きまして、現地は確認をさせていただいております。今の現状としては

きれいに更地になっております。これからまた来春に向けて、ここが憩いの場として親子

連れのいい場として再開されるというのはもちろん大事なことだと思っています。 

 今回は、遊具の設置に関しての予算措置ということでしたが、この遊具なのですけれど

も、何基くらい、今の段階で設置を予定しているのか。また、この遊具に関しては、使う

方が喜んでいただくということが大前提だと思いますので、どのような選定方法をしたの

か、ここをお知らせいただきたいと思います。 

長根経済部参事兼産業観光課長：ただいまの遊具、何基設置する予定なのか、そしてどの

ような選定をしたのかということについてお答えいたします。 

 遊具はコンビネーション遊具が１基、大きいやぐらのような、そこから滑り台が２本あ
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るような大型遊具が一つと、ジャングルジムが一つです。あと、小さいお子さんがつか

まって乗れるような、スプリング遊具を４基、予定してございます。なので、前回設置さ

れていた規模ほどの物を予定しているところでございます。 

 そして、あとどのような選定をしたのかということにつきましては、先般、７月に道の

駅でソフトクリームの試食会がございました。その際に訪れた方々、５１件ほどの方々か

らアンケートをしていただきました。その中で選ばれた人気のあった遊具を今選定してい

るところでございます。 

 以上です。 

下山委員：ありがとうございました。 

 この遊具に関しては、子供たちが喜んで使うというのが大前提だと思うのです。これに

関しては庁内でもいろいろな知識のある方もいらっしゃると思うのですけれども、やはり

今説明にあったように、市民からもアンケートも取ったということは大事な部分だと思い

ますので、大変遊具関係に関しましてはうれしく思っております。 

 遊具なのですけれども、今のコロナの時代において遊具自体が出来合いの物もあれば、

今、これから発注される物に関してはつくっていかなければならないという物もあると思

うのです。これに関しては、残っている時間的な猶予というのがそんなに多くないような

気がしています。その辺に関して、どういうスケジュールを担当課では立てているのかお

聞かせいただきたいと思います。 

長根経済部参事兼産業観光課長：遊具のスケジュールでございますが、コロナの影響とい

うよりも発注してから約２か月間ほどで物自体はそろうということで確認をしておりま

す。それで、スケジュールの今後の流れになりますけれども、今回の予算が成立した後に

入札をして、落札をした業者から再度どういう遊具がいいかというのを３種類ほど提出し

ていただく予定としております。また、そこでもう１回選定といいますか、遊具の洗い出

しをする予定にしております。その後に、１１月くらいに契約を予定して、その月に着工

していただく。３月に完成予定となっております。なので、委員さんがおっしゃったよう

に、子供が喜ぶような物の遊具を設置したいなということで、再度アンケートを取る予定

としております。 

 以上です。 

下山委員：説明ありがとうございます。 

 何重にも考えながら、今スケジュールを組んでいるという受け止め方をさせていただき

ましたので、よろしくお願いしたいと思います。来年、４月以降、子供たちの明るい声が

斗南藩観光村から聞こえてくるように、担当課におかれましては管理監督をよろしくお願

いいたします。 

 以上で質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

佐々木委員長：ほかに、ございませんか。 

遠藤委員：私からは一般会計補正予算の第３号の３７ページから質問させていただきま

す。こちらのほうに労働費ということで委託料、勤労青少年体育施設運営費ということ

で、市民の森遊歩道刈払い作業業務委託料ということでありましたけれども、これについ

て、まず場所を確認したいと思います。 
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長根経済部参事兼産業観光課長：お答えいたします。 

 市民の森遊歩道刈払い作業業務委託、これは市民の森温泉にございます。浴室の大きい

窓から西側を見ますと小川原湖のほうが見えると思います。小川原湖を一望できるように

なっております。そこからスタートして、翔翼の碑という、またその奥にございますが、

その部分の約５００メーターあるのですけれども、その西側の法面を道路から大体２メー

ターほど、約１,０００平米の下払いをする予定としております。場所はそことなってお

ります。 

 以上です。 

遠藤委員：先ほど財務部長のほうからも補正予算の緊要な運営というか、そういうところ

にまず補正予算を充てるという説明もあったのですけれども、今この補正予算を、刈払い

というかしているのですけれども、その必要作業とした理由はどんなことでしょうか。 

長根経済部参事兼産業観光課長：今計上した理由は、時期的に夏であれば木の葉とかがつ

いてございます。秋から冬にかけて伐採していけば、作業のほうも効率がよいということ

で今回補正させていただきました。また、市民の森の温泉に入っている方々から、せっか

くの小川原湖、そして小川原湖の奥には八甲田がある、それが見えないという苦情もござ

いましたので、今回計上させていただきました。 

 以上です。 

遠藤委員：ちょっと、やはりそもそもこの時期に必要なのかなというのがちょっと引っか

かったのですけれども、まずこの場所というところが、この勤労青少年体育施設の運営費

によってこれが使われるものなのかということについて、もう一度確認したいと思いま

す。 

長根経済部参事兼産業観光課長：お答えいたします。 

 市民の森全体の指定管理には温泉を管理している自治振興公社と、野球場や運動場、そ

して今の入っている翔翼の碑のほうまでを、下のほうを管理してくれているマンパワー

と、二つの指定管理業者がございます。その場所的な部分をマンパワーのほうで管理して

いただいている場所であるために、今回この勤労青少年体育施設運営費のほうとして予算

計上したところでございます。そちらのほうで、その法面の部分を管理していると。市民

の森温泉は自治振興公社で管理しています。その周りはマンパワーというか、勤労青少年

体育施設のほうの運営費、マンパワーのほうで管理しているものですから、今回こちらの

ほうに予算計上したというところでございます。 

 以上です。 

遠藤委員：そもそも、マンパワーがそこを管理しているということであれば、その草刈り

の部分はマンパワーの管理の中には含まれないということになるのでしょうか。 

長根経済部参事兼産業観光課長：マンパワーの管理に含まれないかということの御質問で

す。 

 場所が急傾斜地なものですから、やはり専門の方々から急傾斜地、急な坂なものですか

ら、専門の方から刈払いをしていただくと。マンパワーのやっているのは刈払い機を背

負って芝を刈っているというような状況でございますので、新たに専門の作業のできる

方々からやっていただきたくて今回計上したところでございます。 
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遠藤委員：すみません。何となく、そもそもその場所をマンパワーができないから、マン

パワーの代わりにお金を払って業者をお願いして、そこを管理するという、やってもらう

ということなのかなと理解はしたのですけれども、そもそも私も労働費のところがちょっ

と分かりにくかったので、財政要綱の中でちょっと調べたのですけれども、雇用創出のた

めの事業に使うお金みたいなところでの説明書きがあったのですけれども、きっとマンパ

ワーのところもそういうところも含めての管理であるのだとすれば、それを含まないとい

う契約になっているということですか。 

長根経済部参事兼産業観光課長：すみません。最後のほう、ちょっと、それを含まない契

約。そもそもマンパワーでは、その管理に入ってはおりますけれども、その業務自体が難

しい、任せるのは難しいということです。本当に専門の業者でないと刈払いはできないと

いうことなので、今回の予算を計上したということでございます。 

小檜山市長：ここを整備するということにあたって、少し触れておきたいのですけれど

も、翔翼の碑、皆さん、見たことありますでしょうか。すばらしい、もう何メートルも、

６メートルもあるみたいな、１枚岩の大きな石で建っているわけで、当時の小比類巻富雄

市長、そして竹内俊吉さんが書いた文ということで、太平洋無着陸横断飛行の４０周年を

記念してあの場に建てたわけです。 

 何であの場なのだと、私もいろいろ調べてみました。本来であるならば、淋代海岸から

飛び立ったのだから、淋代海岸に建てるのが筋ではないかと。小川原湖なんて何も関係な

いのでしょうというふうな思いがしたのです。ところが、昔、あれができた辺り、まだま

だ淋代なんていうのは淋しさを代表すると書くくらい誰も行かないところだったのです。

それで観光客も行かないと。観光客も行って、この偉業を知らせるところはどこかという

と、小川原湖が一望できるところがいいでしょうという当時の議会で決まったのだそうで

す。 

 それで小川原湖の高台へ、小川原湖が一望できる高台ということで、東奥日報に書いて

ありました。ところがそれから５０年たった今、全く小川原湖が見えないと。それで、あ

の斜面の木が茂り過ぎだと、それを切らなければならないと。あれ、結構金かかると。そ

れから県の保安林ということでお金もかかるな。これを今度は何か予算を生み出す方法は

ないかということで、相談してこういう結果になったのだと思います。 

 ですから、そういう動き、太平洋無着陸横断飛行４０周年、それから１０年後、昭和５

６年、ウェナッチ市との姉妹都市締結、それから今年は９０周年という節目の年、だから

節目の年に何かしておかなければならないのではないか、これが私の仕事の一つではない

かなということで、まず、今後皆さんに見ていただくのですけれども、無着陸横断飛行の

漫画、これ子供たち全員に配ります。そして、過去の偉業を未来につなぐという観点から

も小学校、中学校、そして市民に、全戸配布で今印刷しているわけでございます。 

 そういうものの関連で、この小川原湖の法面を、相当金かかるかなと思っているもの

で、ばっとやれば金かかるのですけれども、小川原湖が見える程度になればいいなと思っ

ているのですけれども、この予算でどの程度になるかはちょっと分からないのですけれど

も、そういうことの関連であそこに着手したわけでございます。 

遠藤委員：市長の丁寧な説明、ありがとうございました。 
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 観光としても、そういう見ていただいていない部分をみんなに広めていくという形での

予算だということで理解はしました。 

 最終的にやはり勤労青少年体育施設の運営は、今は観光という形のことでお話があった

のですけれども、そもそも、例えば本当に観光で必要だとしたら、観光のほうの補正予算

とかという形なのかなということも思っていたので、それについては最終的にどういう形

で今後進めていくのかというところで質問したいと思います。 

長根経済部参事兼産業観光課長：今、一元化のお話でしょうか。体育施設であるから、例

えば……。 

遠藤委員：体育施設も今後ともここが観光で担当していく予定なのか。 

長根経済部参事兼産業観光課長：前回の舩見委員の一般質問にございましたが、あの施設

は公共の福祉の増進ということを目的としております。そういうのがあって、うちのほう

で温泉、市民の森を管轄しております。前はそこの一体が観光という位置づけをされてい

たようです。その流れで、今、まだ我が産業観光課にございますけれども、今後もやって

いかなければならないものと思っておりますが、ただ一方で、野球場とか陸上競技場とか

ございますので、それは舩見委員にもお答えしたように、今後どちらが担当していくのが

ふさわしいかというところを協議していくこととしております。 

 以上です。 

遠藤委員：分かりました。 

 今後、いろいろ検討していくということなので、やはり市民が見ても分かりやすいよう

な、どっちに申し込むのかとか、どっちが担当しているのかとか、そういうところが分か

りやすいような形で進めていただければいいなと思います。 

 質問は以上です。 

佐々木委員長：ほかに、ございませんか。 

堀委員：予算書の３３ページ、生活保護総務費として６,８５４万７,０００円とあります

けれども、その中で生活保護費等国庫負担金返還金の内容と、その金額が大きい理由を教

えていただきたいと思います。 

大塚生活福祉課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 この返還金は、令和２年度の生活保護における生活扶助費、医療扶助費、介護扶助費と

生活困窮者自立相談支援事業における住宅確保給付金等の国庫負担金であります。国が４

分の３を負担しているものであります。 

 令和２年度当初に交付申請した際、財源不足とならないように生活保護５１０世帯を見

込んで積算をし、最終的に５００世帯で実績が出たことから差額分を返還するものであり

ます。 

 以上であります。 

堀委員：ありがとうございました。 

 扶助費の国庫負担金ということでありますけれども、生活保護の中にもいろいろな扶助

費があると思いますけれども、その中で１番金額の大きい扶助費は何か教えていただきた

いと思います。 

大塚生活福祉課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 
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 扶助費には主なものとして、生活扶助、住宅扶助、教育扶助、医療扶助、介護扶助など

がございます。令和２年度の実績を基に、特に支給額が大きかった扶助費につきまして

は、１、医療扶助、次に生活扶助となっております。医療扶助につきましては、外来、入

院、手術や高度医療など、全てにおいて医療費１０割分が扶助費として支給されます。こ

れは生活保護の扶助費全体の約４７％を占めております。次に生活扶助につきましては、

世帯単位の原則により、世帯全員の生活費が支給され、また状況に応じて障害、母子、児

童養育などの加算分も支給され、扶助費全体の約３４％を占めております。 

 以上でございます。 

堀委員：ありがとうございました。 

 医療扶助が１番大きいと理解いたしましたけれども、それからこのコロナの時代です

が、コロナ禍における生活保護の状況を教えていただきたいと思います。 

大塚生活福祉課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 初めに、生活保護の相談件数ですが、平成３０年度９７件、令和元年度１０１件、令和

２年度１２７件で、年々増加傾向にあります。そのうち、コロナ禍の影響による相談は約

２件となっております。また、生活保護が適用となった件数は、平成３０年度６７件、令

和元年度７５件、令和２年度７０件で、増減こそありますが、当市においてはコロナ禍の

影響により生活保護の件数が急増するといった傾向は見られないものと思われます。 

 以上でございます。 

堀委員：影響はないと思われるということですので、それはそれでよかったなと思いま

す。 

 以上です。 

佐々木委員長：ほか、ございませんか。 

澤口委員：予算書２４ページ、２５ページにございます１６款の災害対策費についてお伺

いしたいと思います。 

 ここにございますように、三陸津波記念碑補修事業ということで３８万円ほど計上され

ておりますが、このことについて少し、市当局のお考えもお伺いしたいと思うところであ

ります。 

 改めて申し上げるまでもございませんが、この四川目のこんぴら様の隣にある三陸津波

記念碑なのですが、これは皆さんご承知のように昭和９年、三陸津波によってこの地域が

甚大な被害を受けたわけなのですが、そのときを契機にして後世に津波の恐ろしさを伝え

るために、当時の毎朝新聞と言われておりますけれども、この新聞社が全国に募金を募っ

て、青森県内を中心にして６箇所つくりました。三沢２箇所でございます。今この予算に

関係ある四川目、それから三川目、そして百石、さらに八戸、もう１箇所は岩手県の旧種

市町に設置されました。 

 そこで、これは非常にこれからの防災を考える上でも重要なものであるという視点か

ら、何点かお伺いしたいと思います。 

 まず、今回この３８万円、災害対策費として計上されているのですが、これ補助先はど

こになるのでしょうか。 

河村生活安全課長：お答えいたします。 
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 補助の相手先としては、大津町内会でございます。 

澤口委員：恐らく、私の記憶でありますと、今回のこの改修費に必要な補助金として、２

回目に当たると記憶しておるのですが、この３８万円という補助金計上されているのです

が、果たしてこの３８万円で十分足りているのでしょうか。いわゆる、行政の世界では補

助金満額ということはあり得ないわけでございまして、恐らく、大津町内会の皆さんがそ

れ相当の負担をされていると思うのですが、その辺の事業計画、かいつまんで教えてくだ

さい。 

河村生活安全課長：お答えいたします。 

 この記念碑でございますが、これまで建立から３回にわたって改修しております。昭和

５７年、平成５年、平成１９年と３回にわたって改修しております。今回はさらにその

物、欠損として少々のクラック、あと塗装の剥離、あとモニュメント部分の欠損などござ

いまして、こちらのほうを修理するのに町内会のほうで見積を業者のほうに取ったとこ

ろ、大体３８万円前後の額が出てまいりました。私どもとしても別な業者に見積を依頼し

たところ、大体同じような金額が出てまいりましたので、このような予算計上をさせてい

ただいたところでございます。 

 以上です。 

澤口委員：分かりました。 

 私は、かねてから思っておったところでございますが、かつて、先ほど申し上げました

三川目町内会にもありました。残念ながら地元住民、私もかなり反対したわけなのです

が、あれをなくするということは非常に問題だということで、大学の専門家といわれる人

からも新聞紙上で反対記事が大きく報道されました。終わったことはもうしょうがないわ

けでございますが、この記念碑というのは、かねてから私も疑問に思っているのですが、

所有者というか、責任ある管理機関、団体というのはどこになると市当局では考えている

でしょうか。 

河村生活安全課長：ただいまの質問にお答えいたします。 

 まず、記念碑が建立された経緯につきましては、先ほど委員のほうから御説明ありまし

たとおり、新聞社が全国に義援金を募り、その義援金を基に昭和９年に建立されたものと

承知しております。 

 所有者につきましては、正直なところ不明となってございます。ただし、これまで四川

目町内会から大津町内会と長年にわたり管理してきたという状況に鑑みれば、やはり町内

会に帰属するものではないかと考えております。また、現状として境内地、神社の敷地の

中に建立されているということも鑑みれば、やはり憲法上の政教分離原則の関係もありま

して、市が所有者になるのはちょっと難しいものではないかと考えております。従いまし

て、町内会、現在のところ管理する意欲もございますので、町内会に帰属するべきもので

はないかと考えております。 

 以上です。 

澤口委員：今のお話、主に私もそのとおりだと思います。ただ、私はこの津波災害という

のは、これからも必ず来るというのは間違いないわけです。役所も防災管理課という組織

まで設けて、準備に対する防災対策あるいは啓蒙といいますか、そういったことも盛ん
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に、相当なお金をかけてやっていると思うのです。 

 そこで、私はこの津波記念碑というのは、細かい話でいきますと憲法に宗教、思想、信

条の自由というのは明確にうたわれているところではありますが、果たしてこれが特定の

宗教施設あるいはそれに類似したような物であるかということを考えてみると、私はそう

いう物には当たらないという見解を持っております。 

 よって、ここに災害費というところで計上しておりますが、予算計上はテクニカルなこ

とであまり私は気にはしませんけれども、いずれにしても防災教育という視点からいく

と、あの施設は大変重要な物であると思うのです。 

 そこで、私は大津町内会に管理を任せるということではなくして、市がもう少し能動的

に、積極的に施設管理に関わっていくということを検討すべきではないだろうかと常日頃

から思っております。 

 先ほどちょっと申し上げました三川目町内会にあったものが取り壊されたのですけれど

も、私はあそこの生まれで、子どもの時分からお盆になるとあそこで盆踊りしたり、津波

を忘れないようにということで、当時はどこの町内会でも相撲大会をやったりしたのです

が、そういう地域のコミュニティにも大変重要な施設でありました。それがなくなったと

いうことをいろいろな意味で損失にというか、つながっているのではないかなと思うとこ

ろでございます。 

 そこで、私、これ職員の皆さんに答弁を求めるのはちょっと酷な話でございますので、

今後の管理の在り方について、ぜひ市長のほうから何かお考えがあればお伺いしたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

小檜山市長：今、さすが元部長さんの質問だけあって、奥が深いなという感じがしたわけ

です。私も県議時代、青森県災害復興対策、３.１１に対して、今八戸市長選に出ている

熊谷さんが委員長で、私が副委員長ということで宮古、釜石、気仙沼、石巻、大槌町、山

田町、見て回りました。やはり、先人が命をかけて、ここに来た人は助かったよという石

碑が、それを大事にしているところは割と被害者が少なかった。そんな物けちらしてもそ

んな昔のことなかったのだというふうなところは災害が多いということも聞きました。そ

れから四川目。私は昔、四川目の年寄りにお話する機会がありまして、聞いたら、ここさ

逃げて来た人たちは助かったんでって、あそこはやや高台になっているわけで、ここに逃

げた人は助かったということで、ああ、これはやはり先人が命をかけてそういうことを自

分たちでもって意思表示した、それを後世に残したということで、三川目はなくなった、

これは非常に残念ですけれども、せめて四川目のこんぴら様を、今とりあえず宗教問題

様々な問題ありますけれども、町内会で維持するということに対しては、私は一も二もな

く諸手を挙げてそれに予算をつけるように指示したわけでございますので、今後その管理

の在り方については、これから関係部局とも相談しながら、前向きに検討したいと。 

 いずれにしても、先人が命をかけて守ったという、この石碑というものは、やはり今

言ったみたく必ずまた起こるわけですから、津波というのは。そういう観点からこれは大

事にしていかなければならない遺跡だと私は感じておりますので、そういう意見を持って

おります。 

 以上です。 
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澤口委員：市長、どうもありがとうございました。 

 最後になりますけれども、この問題は少しいろいろ深掘りして、本当の在り方、未来永

劫続くような形態を考えなければならない問題だと私思っております。皆さんのほうにお

いて、１年、２年かけても結構ですから、在り方を検討していただくことを要望いたしま

して終わりといたします。 

 ありがとうございました。 

佐々木委員長：ほかに、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：ないようですので、質疑を終結します。 

  討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：討論を終結します。 

 採決します。 

 議案第５４号は、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

佐々木委員長：御異議なしと認めます。 

 よって、議案第５４号令和３年度三沢市一般会計補正予算（第３号）は、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託された議案の審査は全て終了いたしました。 

 これをもって、予算審査特別委員会を閉会いたします。 

午前 １０時５５分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   佐々木 卓 也   

 


